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Ⅰ 予算編成方針 
 

令和７年度当初予算は骨格予算として編成しましたので、６月補正予算において肉付けを行いま

した。子育て応援・若い世代の定住促進、産業振興、高齢化や人口減少などから生じる生活課題

を解決し、全ての世代が心豊かに暮らすまちの実現に向けた取組などを盛り込みました。 

 

 

                         

 

Ⅱ 予算の概要 
 

１ 予算規模及び６月補正の概要 

 

一般会計の６月補正額は１０億２，２８８万９千円となりました。この結果、当初予算に６月補正額を

加えた肉付け後の予算総額は１９２億４８８万９千円となり、前年度当初予算と比べ１１億９，０１１万１千

円、５．８％の減となっています。 

 

６月補正の歳出の性質別内訳は、伊保庄地区コミュニティ施設整備事業や漁港施設機能強化

事業、都市下水路整備事業などの普通建設事業費が７億８，５１９万１千円で、全体の７６．８％を占

めています。 

 

また、歳入の主な内訳は、市債が４億５，９００万円、基金繰入金が４億２，３１９万７千円で、全体

の８６．３％を占めています。 

 

なお、特別会計については、６月補正を計上していません。 

 

 

 

 

 

 

 

柳井市長 
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当 初 予 算 の 推 移 （直近10年間） 

 

令和６年度

当初 ６月補正
６月補正後

（A）
当初（B）

18,182,000 1,022,889 19,204,889 20,395,000 △1,190,111 △ 5.8

8,563,074 0 8,563,074 8,642,816 △79,742 △ 0.9

国民健康保険事業 3,908,527 0 3,908,527 3,966,772 △58,245 △ 1.5

市有林野区事業 1,321 0 1,321 1,134 187 16.5

介護保険事業 3,859,442 0 3,859,442 3,826,760 32,682 0.9

後期高齢者医療事業 793,784 0 793,784 848,150 △54,366 △ 6.4

26,745,074 1,022,889 27,767,963 29,037,816 △1,269,853 △ 4.4合　　　計

　特　別　会　計

区　　分
令和７年度

増減率
(C/B)

（単位：千円、％）

増減額
Ｃ（A-B）

　一　般　会　計

16,236 15,652 16,174 15,912 15,699 16,432
17,526 18,093

20,395
19,205

11,837
11,191 10,462 10,322

8,492
8,655

8,714
8,607

8,643

8,563

28,073

26,843 26,636
26,234

24,191
25,087

26,240
26,700

29,038

27,768

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成28年度 平成29年度

（6月補正後）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（6月補正後）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（6月補正後）

（単位：百万円）

一般会計特別会計
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      ６ 月 補 正 額 の 構 成 比 

 ６月補正額  １０億２，２８８万９千円  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通建設事業費

76.8

物件費

16.3

補助費等

5.9
その他

1.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

（単位：％）歳出の構成比（性質別内訳）

地方債

44.9

繰入金

41.4

県支出金

7.6

国庫支出金

5.2

その他

0.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

歳入の構成比（款別内訳） （単位：％）
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２ 歳入の状況（一般会計・６月補正後） 

 

〇繰入金の総額は１０億５，９５３万７千円で、前年度当初予算と比べ３８．１％増加を見込

んでいます。６月補正において、財政調整基金繰入金や特定目的基金繰入金を計上し

たことによるものです。 

 

〇国庫支出金の総額は２５億５，３０４万１千円で、前年度当初予算と比べ４．９％減少を見

込んでいます。６月補正において、社会資本整備総合交付金などを計上したものの、物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金などが減少したことによるものです。 

 

〇県支出金の総額は１４億３，３８９万円で、前年度当初予算と比べ０．５％増加を見込ん

でいます。６月補正において、漁港施設機能強化事業費補助金などを計上したことによ

るものです。 

 

〇市債の総額は２０億９，１１０万円で、前年度当初予算と比べ４２．９％減少を見込んでい

ます。６月補正において、伊保庄地区コミュニティ施設整備事業費などの建設事業費を

計上したものの、近年進めてきた大規模事業が完了したことなどによるものです。 

 

自主財源

35.4%

（30.7%）

依存財源

64.6%

（69.3%）

市税

24.8%

(22.5%)
諸収入

3.6%

（2.9%）

繰入金

5.5%

（3.8%）

その他

1.5%

（1.5%）

地方交付税

26.2%

（25.0%）

国庫支出金

13.3%

（13.2%）

県支出金

7.5%

（7.0%）

市債

10.9%

（18.0%）

その他

6.7%

（6.1%）

歳 入
192億

488万9千円

（％は構成比率、括弧は令和６年度当初予算）
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令和６年度

当初 ６月補正 ６月補正後（A) 当初（B)

6,358,694 432,164 6,790,858 6,255,783 535,075 8.6

市税 4,765,832 4,765,832 4,593,647 172,185 3.7

分担金及び

負担金
20,670 20,670 50,251 △29,581 △58.9

使用料及び

手数料
208,717 △2,419 206,298 226,078 △19,780 △8.7

財産収入 39,759 39,759 32,299 7,460 23.1

寄附金 1,001 1,001 1,001 0 0.0

繰入金 636,340 423,197 1,059,537 767,369 292,168 38.1

繰越金 1 1 1 0 0.0

諸収入 686,374 11,386 697,760 585,137 112,623 19.2

11,823,306 590,725 12,414,031 14,139,217 △1,725,186 △12.2

地方譲与税 136,000 136,000 129,000 7,000 5.4

利子割交付金 2,000 2,000 2,000 0 0.0

配当割交付金 15,000 15,000 15,000 0 0.0

株式等譲渡

所得割交付金
10,000 10,000 10,000 0 0.0

法人事業税

交付金
75,000 75,000 70,000 5,000 7.1

地方消費税

交付金
850,000 850,000 680,000 170,000 25.0

ゴルフ場利用税

交付金
15,000 15,000 15,000 0 0.0

環境性能割

交付金
12,000 12,000 12,000 0 0.0

地方特例

交付金
178,000 178,000 327,142 △149,142 △45.6

地方交付税 5,040,000 5,040,000 5,100,000 △60,000 △1.2

交通安全対策

特別交付金
3,000 3,000 3,400 △400 △11.8

国庫支出金 2,499,514 53,527 2,553,041 2,684,254 △131,213 △4.9

県支出金 1,355,692 78,198 1,433,890 1,426,721 7,169 0.5

市債 1,632,100 459,000 2,091,100 3,664,700 △1,573,600 △42.9

合　　計 18,182,000 1,022,889 19,204,889 20,395,000 △1,190,111 △5.8

（単位：千円、％）

　依存財源

令和７年度
増減額

Ｃ（A-B）

増減率

（Ｃ／B）

　自主財源

　　　　　　　　　　　　　区分

　科目
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３ 歳出の状況（一般会計・６月補正後） 

 

（１）性質別歳出の主なもの 

 

〇普通建設事業費 

６月補正において、伊保庄地区コミュニティ施設整備事業費や漁港施設機能強化

事業費、都市下水路整備事業費などを計上したものの、近年進めてきた大規模事業

が完了したことなどにより、前年度当初予算と比べ４３．９％減少しています。 

 

〇物件費 

６月補正において、小中学校給食費無償化に伴う 給食食材の購入経費や文化福

祉会館改修事業費を計上したことなどにより、前年度当初予算と比べ２５．６％増加して

います。 

  

 〇補助費等 

    ６月補正において、空き家対策事業費やおでかけサポート事業費を計上したことな

どにより、前年度当初予算と比べ４．５％増加しています。 

 

 

義務的経費

43.4%

（39.4%）

投資的経費

12.7%

（22.1%）

その他経費

43.9%

（38.5%）

扶助費

19.7%

(17.4%)

人件費

14.8%

（13.4%）

公債費

8.9%

（8.6%）
普通建設事業費

12.5%

（21.0%）
災害復旧事業費

0.2%

（1.1%）

補助費等

17.4%

（15.7%）

物件費

13.6%

（10.2%）

繰出金

8.6%

（8.2%）

貸付金

2.1%

（2.0%）

その他

2.2%

（2.4%）

歳 出
192億

488万9千円

（％は構成比率、括弧は令和６年度当初予算）
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令和６年度

当初 ６月補正 ６月補正後（A) 当初（B)

　義務的経費 8,347,521 △4,801 8,342,720 8,048,685 294,035 3.7

人件費 2,845,037 2,035 2,847,072 2,740,575 106,497 3.9

扶助費 3,792,220 △6,836 3,785,384 3,551,845 233,539 6.6

公債費 1,710,264 1,710,264 1,756,265 △46,001 △2.6

　投資的経費 1,648,764 785,191 2,433,955 4,501,331 △2,067,376 △45.9

普通建設事業費 1,613,267 785,191 2,398,458 4,274,236 △1,875,778 △43.9

災害復旧事業費 35,497 35,497 227,095 △191,598 △84.4

　その他の経費 8,185,715 242,499 8,428,214 7,844,984 583,230 7.4

物件費 2,440,831 167,167 2,607,998 2,076,903 531,095 25.6

維持補修費 117,138 15,000 132,138 104,644 27,494 26.3

補助費等 3,284,556 60,332 3,344,888 3,201,963 142,925 4.5

積立金 37,454 37,454 29,017 8,437 29.1

投資及び出資金 208,474 208,474 319,166 △110,692 △34.7

貸付金 398,901 398,901 399,901 △1,000 △0.3

繰出金(特別会計等) 1,648,361 1,648,361 1,663,390 △15,029 △0.9

予備費 50,000 50,000 50,000 0 0.0

18,182,000 1,022,889 19,204,889 20,395,000 △1,190,111 △5.8

（単位：千円、％）

合　　計

　　　　　　　　　　　　　区分 令和７年度
増減額
Ｃ（A-B)

増減率
（Ｃ／B）

　科目
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（２）目的別歳出の主なもの 

 

 〇総務費 

６月補正において、移住・定住促進事業費や平郡西地区コミュニティ施設整備事業 

費を計上したことなどにより、前年度当初予算と比べ２３．１％増加しています。 

 

 〇農林水産業費 

６月補正において、漁港施設機能強化事業費や農業・漁業用機械等整備費支援

事業費などを計上したものの、建設事業費の減少により、前年度当初予算と比べ

１２．２％減少しています。 

 

〇土木費 

６月補正において、都市下水路整備事業費や単独市道道路改良事業費を計上し

たことなどにより、前年度当初予算と比べ１０．８％増加しています。 

 

〇教育費 

６月補正において、伊保庄地区コミュニティ施設整備事業費や小中学校給食費無

償化に伴う経費などを計上したものの、近年進めてきた大規模事業が完了したことな

どにより、前年度当初予算と比べ４４．３％減少しています。 

   

民生費

32.1%

(30.7%）

総務費

12.9%

（9.9%）教育費

10.9%

（18.5%）

衛生費

9.9%

（6.1%）

公債費

8.9%

（8.6%）

土木費

5.8%

（4.9%）

消防費

5.0%

（4.0%）

農林水産業費

4.6%

（4.9%）

商工費

3.7%

（3.8%） その他

6.2%

（8.6%）

歳 出
192億

488万9千円

（％は構成比率、括弧は令和６年度当初予算）
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区分　 令和６年度

　科目 当初 ６月補正 ６月補正後（Ａ) 当初（Ｂ)

議会費 179,621 3,960 183,581 162,786 20,795 12.8

総務費 2,388,592 95,359 2,483,951 2,017,190 466,761 23.1

民生費 6,132,485 23,392 6,155,877 6,267,686 △111,809 △1.8

衛生費 1,890,250 4,417 1,894,667 1,246,251 648,416 52.0

労働費 47,153 1,060 48,213 164,187 △115,974 △70.6

農林水産業費 715,425 167,786 883,211 1,006,200 △122,989 △12.2

商工費 683,216 29,985 713,201 766,515 △53,314 △7.0

土木費 743,039 367,982 1,111,021 1,003,058 107,963 10.8

消防費 962,052 962,052 811,716 150,336 18.5

教育費 1,769,711 328,948 2,098,659 3,768,308 △1,669,649 △44.3

災害復旧費 35,497 35,497 227,095 △191,598 △84.4

公債費 1,710,264 1,710,264 1,756,265 △46,001 △2.6

諸支出金 874,695 874,695 1,147,743 △273,048 △23.8

予備費 50,000 50,000 50,000 0 0.0

合　　計 18,182,000 1,022,889 19,204,889 20,395,000 △1,190,111 △5.8

増減率
（C/B）

令和７年度
増減額
C（A-B)

（単位：千円、％）
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４ 基金残高（６月補正後）  

 

令和６年度

積立予定額

当初

（補正なし）
当初 ６月補正 ６月補正後

2,864,356 3,625 350,204 373,170 723,374 2,144,607 △719,749 △25.1

390,805 11,208 54,683 54,683 347,330 △43,475 △11.1

教育基金 165,283 307 14,128 5,000 19,128 146,462 △18,821 △11.4

地域福祉基金 260,628 559 31,400 31,400 229,787 △30,841 △11.8

勤労者福祉施設建設基金 9,414 20 0 9,434 20 0.2

公共施設整備基金 983,117 2,016 30,700 29,370 60,070 925,063 △58,054 △5.9

サンビームやない運営基金 123,973 271 30,979 1,404 32,383 91,861 △32,112 △25.9

平郡東振興基金 16,755 35 109 109 16,681 △74 △0.4

ふるさと振興基金 312,023 646 104,244 14,253 118,497 194,172 △117,851 △37.8

学校保健運営基金 10,001 25 13 13 10,013 12 0.1

ふるさと・水と土保全基金 12,001 30 16 16 12,015 14 0.1

合併地域振興基金 1,239,342 2,662 0 1,242,004 2,662 0.2

森林環境整備基金 23,066 16,032 14,950 14,950 24,148 1,082 4.7

企業版ふるさと納税基金 7,668 18 1,914 1,914 5,772 △1,896 △24.7

　その他特定目的基金　計 3,163,271 22,621 228,453 50,027 278,480 2,907,412 △255,859 △8.1

　一般会計　計 6,418,432 37,454 633,340 423,197 1,056,537 5,399,349 △1,019,083 △15.9

国民健康保険基金 396,308 310 61,676 61,676 334,942 △61,366 △15.5

柳井林野区積立基金 23,617 20 401 401 23,236 △381 △1.6

日積林野区積立基金 2,828 3 346 346 2,485 △343 △12.1

阿月林野区積立基金 24,418 110 0 24,528 110 0.5

介護給付費準備基金 356,131 320 81,858 81,858 274,593 △81,538 △22.9

　特別会計基金　計 803,302 763 144,281 0 144,281 659,784 △143,518 △17.9

7,221,734 38,217 777,621 423,197 1,200,818 6,059,133 △1,162,601 △16.1合　　　計

基 金 の 状 況
（単位：千円、％）

※着色部分は特別会計の基金

特

 

別

 

会

 

計

基　  金  　名

令和７年度

年度末残高

見込額

取崩予定額 増減額 増減率
年度末残高

見込額

一

　

般

　

会

　

計

　財政調整基金

　減債基金

そ

の

他

特

定

目

的

基

金
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一般会計の基金残高の推移 （直近 10 年間） 

 

５ 市債残高（一般会計・６月補正後） 

市 債 残 高 の 推 移 （直近 10 年間） 

 

2,311 2,204 2,280 2,267 2,253
2,469

2,785 2,923 2,864

2,145

277
277

277 277 277

277

287
344 391

347

2,821
2,855

2,936 2,837 2,838

3,103

3,140

3,158 3,163

2,907

5,409 5,336
5,493

5,381 5,368

5,849

6,212

6,425 6,418

5,399

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
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Ⅲ 柳井市基本構想の具体的推進事業 

第２次柳井市総合計画では、本市の将来都市像「市民の力で支えあい、一人ひとりが主役

の笑顔あふれるまち柳井～柳井で暮らす幸せを実感できるまちを目指して～」を実現するた

めに、基本構想において目指すべきまちづくりを６つの基本目標として定めています。 

市民の力を最大限に生かした「協働」を核とする「市民参加」のまちづくりを進めることにより、

新しい「これからの自治体経営」を確立し、「人権・子育て・教育」「健康・福祉」「安全・都市基

盤」「環境」「観光・産業・文化」の各分野に掲げる基本目標の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６つの基本目標＞ 

これからの 

自治体経営 

人権 
子育て・教育 

健康・福祉 

安全・都市基盤 環 境 

観光・産業・文化 

文化の香り高く、地域

の活力と魅力に満ち

た賑わいのあるまちづ

くり 

美しい景観・自然

と調和し、環境に

やさしいまちづくり 

災害に強く、安全・

安心・快適で便利な

まちづくり 

すべての市民が健康で 

安心して暮らせる、 

人にやさしいまちづくり 

子どもたちが心豊か

に成長し、すべての

市民が尊重されるま

ちづくり 

「市民の力」で支え合う 

「市民参加」のまちづくり 
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継続 市民と市長と気楽にトーク開催事業 ４８ 千円 政策企画課

拡充 デジタル化推進事業 ３,２３７ 千円
政策企画課

市民生活課ほか

施 策 体 系 別 主 要 事 業

【目的】
市民と市長、また市民同士が対話することによっ

て、市政への関心を高め、地域課題の共有、解決を図
る。

【事業概要】
○市内の各地区で意見交換会を開催する。

・上半期は、令和７年度予算などをテーマとした意見
　交換会
・下半期からは、トークでとりあげてほしい地域の話
　題を事前に受け付ける新たな試みを導入
・市内の団体、組織から申込みに応じて随時に開催
　また、オンライン形式も可能とする。

【目的】
情報基盤の整備促進等による行政事務の効率化、デ

ジタル技術の活用による市民の暮らしの利便性の向上
を図る。

【事業概要】
○キャッシュレス決済端末を導入し、各種証明書等の
　発行に係る手数料の納付方法の選択肢を増やすこと
　で、市民の利便性向上を図る。

・設置窓口　市民生活課、税務課

基本目標
１ これからの自治体経営 「市民の力」で支えあう「市民参加」のまちづくり

意見交換会の様子

キャッシュレス決済イメージ
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継続 移住・定住促進事業 ５０,８００ 千円 地域づくり推進課

拡充 中山間地域振興事業 ２８２ 千円 地域づくり推進課

【目的】
中山間地域の振興を図るため、市内各地で進めてき

た「地域の夢プラン」の市中心部での策定を支援し、
地区の特性に応じた事業を実施する。

【事業概要】
○専門家を派遣し、市民および関係団体との調整や組
　織づくりの準備、話合いを円滑に行うための支援を
　行う。

○専門家の役割
・知識の提供　　　地域の特性に応じた施策の提案
・合意形成の促進　方向性を見出す
・会議の進行　　　会議を効率的に進める
・中立的な立場　　公正な議論の促進
・地域伴走支援　　持続可能な地域づくりを伴走支援

【目的】
子育て世代の定住を促進し、活気あふれる元気なま

ちづくりを推進するとともに、市内の空き家の有効活
用により地域の活性化を図る。

【事業概要】
○各種補助金 琴の里 住宅団地（市有地）

補助率 計 基本額 加算額

市有地 １／２ 200 150 50※1

民有地 １／２ 100 50 50※1

１／２ 50 50 -

２／３ 60 60 30※4

※1　市内業者と契約して家屋を建築した場合 （単位：万円）

※2　市空き家バンクの登録物件に限る。

※3　市空き家バンクの登録物件で、改修を市内業者とした場合に限る。　

※4　平郡島の場合

空き家※3改修費補助金

子育て世代定住促進補助金

子育て世代空き家※2購入費補助金

市民会議の様子

夢プラン市内８地区
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新規 伊保庄地区コミュニティ施設整備事業　 １５１,７２２ 千円 教育総務課

新規 平郡西地区コミュニティ施設整備事業 ３３,００７ 千円 地域づくり推進課

【目的】
令和２年３月に閉校となった旧柳井南中学校跡地の

利活用を図るため当該跡地にコミュニティ施設の整備
を行う。

【事業概要】
○伊保庄地区コミュニティ施設の整備と特別養護老人
　ホーム伊保庄園の移転を視野に入れた跡地の利活用
　を検討するため、全体的な計画策定を行う。

○用地取得に向けて用地測量及び用地購入手続を進め
　る。

○跡地全体の利活用計画を進めるに当たり、地元説明
　会等を行う。

【目的】
平郡西地区住民の日常生活における安心・安全を確

保するため、老朽化した複数の公共施設等を集約し再
配置する。

【事業概要】
○平郡出張所西平郡連絡所、平郡診療所西出張診療
　所、コミュニティ集会所、職員宿舎を集約した複
　合施設を整備する。

○スケジュール
　　令和７年度　　実施設計
　　令和８年度　　建設工事
　　令和９年度　　供用開始

旧柳井南中学校校舎

伊保庄地区グラウンド

平郡西地区

平郡診療所西出張診療所
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新規 議会施設整備事業 ２,３６５ 千円 議会事務局

【目的】
議場をバリアフリー化し、誰もが市政に参加しやす

い環境を整備する。

【事業概要】
○議員席、演壇（議長席前）及び執行部席の段差を解
　消する。

○車椅子利用者の登壇に対応するため、高さが変更で
　きる演壇、または車椅子用の低い演壇を設置する。

○スケジュール
　　令和７年度　実施設計
　　令和８年度　改修工事

議場改修後イメージ

現在の議場
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拡充 小中学校給食費無償化事業 ５０,３０１ 千円 学校給食センター

拡充 スポーツ交流事業 １,８７６ 千円
生涯学習・

スポーツ推進課

【目的】
子育て応援施策の一環として、小中学校給食費無償

化の実施により、経済的負担の軽減と子育て環境の拡
充を図る。

【事業概要】
○令和７年度２学期から、小中学校の児童生徒給食費
　相当分を市が支出することにより、保護者が負担す
　る給食費を無償化する。
　
○中学生を対象としてきた給食費無償化を小学生にも
　拡充する。

・児童数 1,163人　生徒数 706人　計 1,869人
 　　　　　　　　（令和７年４月１日現在）
・給食提供予定日数　131日（２・３学期分）

【目的】
柳井商工高等学校女子バドミントン部応援バスツ

アーを実施し、市民の応援を直接届ける。市内で開催
されるスポーツ合宿や大会参加団体の宿泊費用を一部
補助することで、交流人口の増加を図る。

【事業概要】
○応援バスツアーは８０名程度を予定（参加無料）

○スポーツ合宿や大会参加のために市内に宿泊する就
　学者団体に補助金を交付する。

・スポーツ合宿補助金
　1人1泊につき1,000円補助（１団体上限50万円）

・スポーツ大会宿泊補助金
　1人1泊につき1,000円補助（１団体上限10万円）

基本目標
２ 人権・子育て・教育 子どもたちが心豊かに成長し、すべての市民が尊重されるまちづくり

全国大会９連覇時の様子

大学硬式野球部の合宿の様子
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新規 トップアスリート・チーム支援事業 ２,７８０ 千円
生涯学習・

スポーツ推進課

拡充 みどりが丘図書館活性化事業 ２,７５２ 千円 柳井図書館

【目的】
みどりが丘図書館の利便性を高め、より充実した市

民サービスを提供するための体制を構築する。

【事業概要】
○司書の人員体制強化（７名→８名）
・専門職員を配置し、図書館機能を強化する。
　（レファレンスサービス、蔵書整備等）
○開館日数の増
・年末年始を除く土曜日、日曜日、祝日は開館日とす
　る。

○土曜日の開館時間の延長
　（午後６時まで→午後９時まで）

【目的】
全国大会等において活躍した団体及び選手を支援

し、地域スポーツの振興と活性化を図る。

【事業概要】
○応援指定選手及び応援指定団体を市が認定し、補助
　金を交付する。
・トップアスリート応援補助金
　上限額　　指定選手：10万円、指定団体：200万円
　対象経費　旅費、消耗品費、会場使用料等

○市内中学校に在籍し、中学校体育連盟主催の中国大
　会や全国大会に出場する地域スポーツ団体に対して
　補助金を交付する。
・地域スポーツ団体大会出場補助金
　補助額　　対象経費の２分の１以内
　対象経費　旅費

活躍するトップアスリート

みどりが丘図書館の様子
変更前 変更後

月曜日は休館

ただし、月曜日が祝日の場合は開館

祝日の翌日は休館

ただし、祝日の翌日が土曜日、日曜日、

祝日の場合は開館

⇒
月曜日は休館

祝日の翌日は休館
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継続 小中学校施設改善事業 ２２,５９３ 千円 教育総務課

継続 ビジコム柳井スタジアム整備事業 ２９,２７５ 千円
生涯学習・

スポーツ推進課

【目的】
市内小中学校の学校施設の改修・整備を行い、学校

施設の長寿命化と教育環境の質的向上を図る。

【事業概要】
○各小学校施設改修に伴う実施設計
・特別教室空調設備設置
　　柳井南小学校、小田小学校
・屋内運動場バリアフリー・トイレ改修
　　柳北小学校
・外壁改修
　　大畠小学校
・特別教室改修
　　柳東小学校、新庄小学校

○屋内運動場無線環境整備
・柳井西中学校、大畠中学校

【目的】
建設から３０年以上が経過したビジコム柳井スタジ

アム（市民球場）について、経年劣化による雨漏りや
設備の老朽化対策として、改修を計画的に行い、施設
の長寿命化を図る。

【事業概要】
○スケジュール
　　令和７年度　　　実施設計
　　令和８年度～　　改修工事

○ビジコム柳井スタジアムの施設概要
　平成２年度建設
　鉄筋コンクリート造
　延べ床面積　3,046.38㎡

　令和５年度利用者数　　28,427人
　令和４年度利用者数　　19,650人

特別教室空調設備

トイレ改修（洋式化）

ビジコム柳井スタジアム
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拡充 平郡診療所運営事業 ３,１２８ 千円 健康増進課

【目的】
平郡島の医療提供体制を充実させるため、対面診療

（オンライン診療を含む。）後のオンライン服薬指導
を実施する。

【事業概要】
○オンライン服薬指導による薬の処方
・平郡郵便局等でオンライン服薬指導が行える環境を
　整え、薬局（薬剤師）のオンライン服薬指導による
　処方薬にする（院内処方から院外処方へ）。

○処方薬を患者宅に配送
・オンライン服薬指導により処方された薬を、薬局か
　ら患者宅へ直接配送する（配送料は市負担）。

基本目標
３ 健康・福祉 すべての市民が健康で安心して暮らせる、人にやさしいまちづくり

オンライン服薬指導

患者宅 薬局

平郡郵便局

周東総合病院

オンライン

診療

平郡島 本土

処方薬

（配送）

平郡診療所
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拡充 空き家対策事業 ４８,９２３ 千円 建築住宅課

拡充 おでかけサポート事業 ２２,０７２ 千円 商工観光課

【目的】
空き家の所有者等に解体を促し、良好な住環境の確

保と土地の有効活用を促進する。

【事業概要】
○空き家の危険度を問わず、空き家（住居）の解体費
　用補助を行い、除却を促進する。

・補助上限額を30万円から150万円に増額
　補助率を３分の１から２分の１に拡大

・事業期間　令和７年度７月～令和９年度（３年間）

○解体の前段階となる家財整理に焦点を当てた講演会
　を開催する。

【目的】
１５歳から７４歳までの自ら自動車を運転しない市

民に対し公共交通機関で利用できる助成券を交付し、
日常生活の移動支援を行うとともに、公共交通機関の
利用促進を図る。

【事業概要】
○デジタル助成券を交付し、利用者の利便性向上を図
　る。
　※高齢者おでかけサポート事業の助成券は、令和８
　　年度に電子化し、本事業に一本化する予定

○助成額　　年額6,000円/人
　　　　　　次年度以降、年額12,000円/人

○開始時期　令和7年10月1日（予定）

基本目標
４ 安全・都市基盤 災害に強く、安全・安心・快適で便利なまちづくり

空き家イメージ

①申請

②助成券交付

③助成券提示

④助成額を

除いた料金

を請求

⑤助成額分請求

⑥助成額分支払

交通事業者

助成券利用者

柳井市
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継続 市道改良事業 ８４,３７０ 千円 土木課

継続 都市下水路整備事業 ８１,９００ 千円 下水道課

【目的】
柳井地区広域消防組合が行う消防庁舎移転建設工事

に併せて、消防庁舎裏側に位置する下水路を改修する
ことにより、南町地区の浸水被害の軽減を図る。

【事業概要】
○改修工事内容
・既設の古開作水路の断面不足を解消するため、延長
　約90ｍの水路の幅を3.5ｍから5.5ｍに拡幅する。

【目的】
市道の拡幅や歩道の整備、老朽化した舗装の打換え

等を行うことにより、市民の生活環境の改善や利便性
の向上を図る。

【事業概要】
○市道の改良工事等を実施する。
・予定箇所
　[改良工事]
　　八丁土手線、港樋の上線、伊陸五反田線
　[舗装工事]
　　柳井駅和田橋線、後地末広２号線、中村奥畑線、
　　大水道大屋線、上大ノ口黒杭線　ほか

○市道のライン工事を実施する。
・市道区画線設置工事

交通事業者

令和７年度予定 八丁土手線道路整備工事

令和７年度予定 市道区画線設置工事

古開作水路
横断図

位置図

消防庁舎建設地

水路改修区間
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拡充 浄化槽設置整備事業 ２,３２４ 千円 下水道課

【目的】
下水道事業計画区域外、農業集落排水事業区域外に

おいて、合併処理浄化槽による汚水処理を促進し、環
境衛生の向上を図る。

【事業概要】
○従前から実施している新規の設置に対する補助に加
　え、既設の合併処理浄化槽の更新に対する補助を行
　う。

・補助対象
　合併処理浄化槽の設置後、20年が経過し、老朽化し
　た合併処理浄化槽

・事業期間　令和７年度７月～

浄化槽イメージ
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継続 断熱リフォーム促進事業 １０,０３７ 千円 建築住宅課

拡充 脱炭素化推進事業 ３,０００ 千円 市民生活課

【目的】
　カーボンニュートラルの実現に向けた取組の一環
として、市内の居住用既存住宅の断熱性能を向上さ
せ、冷暖房による二酸化炭素排出量の削減を図る。

【事業概要】
○断熱リフォーム工事に対する補助を行う。

・対象者　　市内の既存住宅に自ら居住す
　　　　　　る所有者

・対象工事　窓の断熱改修工事及び併せて
　　　　　　実施する屋根、天井、外壁、
　　　　　　床の断熱改修工事

・補助額　　補助対象工事費の２割
　　　　　　（上限50万円）

・事業期間　令和５年度～令和７年度（最終年度）

【目的】
カーボンニュートラルの実現に向け二酸化炭素排出

量の削減を図る。

【事業概要】
○宅配ボックス設置促進補助金
　
・宅配ボックスの購入補助を行い、再配達の削減に
　向けた取組を推進する。

・補助額
　購入費の２分の１（最大10,000円）

・補助対象
　令和７年４月１日以降に購入した新品の
　宅配ボックス

・事業期間　令和６年度～令和８年度

基本目標
５ 環境 美しい景観・自然と調和し、環境にやさしいまちづくり

【対応策一例】

カバー工法＋複層ガラス

【対応策一例】

天井・壁・床に断熱材

冷房使用時、外から熱が入る割合の例

暖房使用時、外に熱が逃げる割合の例

宅配ボックスイメージ
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継続 アデリーホシパーク長寿命化対策事業 ４０,０００ 千円
生涯学習・

スポーツ推進課

【目的】
アデリーホシパーク（柳井ウェルネスパーク）にお

いて、将来にわたり安全で快適な都市公園として管理
運営を行うため、長寿命化計画に基づき、施設・設備
の改修及び更新を行う。

【事業概要】
○スケジュール
　　令和７年度　　　実施設計
　　令和８年度～　　改修工事

○アデリーホシパークの施設概要
　平成12年度完成
　平成17年度アクアヒルやない供用開始
　公園面積　20.4ha

　令和５年度利用者数
　　公園入園者数　　　　　　　　121,471人
　　アクアヒルやない利用者数　　 79,729人

アデリーホシパーク
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拡充 柳井金魚ちょうちん祭り事業 ６,６００ 千円 商工観光課

新規 農業・漁業用機械等整備費支援事業 ８,０００ 千円 農林水産課

【目的】
商業振興及び観光振興のため、８月13日に開催する

柳井金魚ちょうちん祭りにおいて、柳井市合併20周年
記念イベントとして、ドローンショーを開催する。

【事業概要】
○300機のドローンが音楽とともに夜空を彩り、
　柳井金魚ちょうちん祭りのフィナーレを飾る。

○実施主体である柳井商工会議所へイベント交流事業
　補助金を交付し実施する。

【目的】
農業者、漁業者の減少や高齢化が進む中、省力化や

効率化を目的とした機械導入や施設整備を支援し、持
続可能な農業、漁業の実現を図る。

【事業概要】
○農業用機械等整備費支援事業補助金
　畜産業用機械等整備費支援事業補助金

・補助率　購入費・施設整備費の３分の１
・上限額　認定農業者・認定新規就農者　　　20万円
　　　　　一定の規模要件を満たす農業者等　10万円
　
○漁業用機械等整備費支援事業補助金

・補助率　購入費の３分の１
・上限額　10万円

基本目標
６ 観光・産業・文化 文化の香り高く、地域の活力と魅力に満ちた賑わいのあるまちづくり

ドローンショーイメージ
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継続 労働振興対策事業 １,０６０ 千円
企業立地・

雇用創造推進室

新規 文化福祉会館改修事業 ２３,３４２ 千円
生涯学習・

スポーツ推進課

【目的】
建設から50年以上経過し、経年劣化による雨漏り等

の対策として、改修を計画的に行い、施設の長寿命化
を図る。

【事業概要】
○スケジュール
　　令和７年度　　　基本設計
　　令和８年度　　　実施設計
　　令和９年度～　　改修工事

○文化福祉会館の施設概要
　昭和48年度建設
　鉄筋コンクリート造３階建て
　延べ床面積　2,056.28㎡

　令和５年度利用者数　　47,773人
　令和４年度利用者数　　41,598人

【目的】
市内企業の雇用促進と採用力強化を支援し、地域経

済の活性化を図る。

【事業概要】
○雇用創造セミナー開催助成金
・市内の産業関連団体等が行う、雇用の創出に係るセ
　ミナーの開催に要する費用を助成する。

・助成額
　費用の３分の２（最大20万円）

○採用活動デジタル化促進事業補助金
・市内の中小企業者等が行う採用活動のデジタル化に
　要する費用を補助する。

・補助額
　費用の２分の１（最大10万円）

雇用創造セミナー

柳井市文化福祉会館
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継続 漁港施設機能強化事業 １２０,０００ 千円 経済建設課

【目的】
阿月漁港（松浦地区）の漁港施設において、荒天時

の高波等による漁船への被害や施設への浸水防止のた
め、阿月漁港施設機能強化事業基本計画に基づき計画
的に整備する。

【事業概要】
○阿月漁港の防波堤機能強化工事に着手し、延長
　１００ｍの消波ブロックの設置を計画している。

○事業期間
　令和２年度～令和10年度

機能強化工事の状況
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